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フッ化物（FLiBe）熔融塩炉での Th-U燃料のオフライン再処理に関する検討結果について報告する。発表で

は、軽水炉の使用済み燃料処理や福島事故の燃料デブリ処理の可能性についても触れる。 
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1. 緒言 

近年、熔融塩炉が見直され世界各国で開発が進められている。これに伴い使用済み熔融塩燃料の再処理技

術の必要性が高まっている。フッ化物熔融塩燃料は、1960-70 代に米国オークリッジ国立研究所（ORNL）で

盛んに研究されていた。当時は効率的な燃料増殖を目的として連続再処理システムが提案されたが、実証に

は至らなかった。その後、再処理設備を原子炉から切り離したオフライン再処理のアイデアが古川和男らに

よって提案された。筆者らはこのアイデアを基に、フッ化物再処理分野で長年研究を続けるチェコの原子力

研究所との共同研究を進めている。 

2. 再処理フロー 

図１に検討中のフロー図を示す。ORNLでは Bi

から希土類元素（RE）を除去する目的で LiCl の

利用を提案していたが[1]、塩化物イオンはニッケ

ル基合金の腐食が無視できない。燃料サイクルで

の塩化物イオンの混入を避けるため、本処理では

塩化物は利用しないこととした。その代わり、チ

ェコで開発中の LiF-CaF2 をキャリア塩とした電

気化学処理[2]を利用する。FLiBeをキャリア塩に

選ぶと RE と Th の分離ができないが、LiF-CaF2

をキャリア塩に選べばこの問題が解決できる。 

本件は、経済産業省の「社会的要請に応える革

新的原子力技術開発支援事業」で実施したもので

ある。 
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図 1 オフライン再処理のフロー図 
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